監査役会規程

第1章　総　則

第 1 条 （目的）
本規程は、株式会社●●（以下「当社」という。）の監査役会に関する事項を定めることを目的とする。なお、本規程に定めのないものに関しては、法令及び定款の定めるところによる。

第 2 条 （組織）
監査役会は、すべての監査役で組織する。

第 3 条 （監査役会の職務）
監査役会は、次に掲げる職務を行う。ただし、第3号の決定は、監査役の権限の行使を妨げることはできない。
(1) 監査報告の作成
(2) 常勤の監査役の選定及び解職
(3) 監査の方針、業務及び財産の状況の調査の方法その他の監査役の職務の執行に関する事項の決定
(4) その他法令及び定款に定められた職務

第 4 条 （常勤監査役）
監査役会は、その決議により、監査役の中から常勤監査役を選定又は解職する。

第2章　招　集

第 5 条 （開催）
監査役会は、原則として毎月1回開催する。ただし、必要がある場合には、随時開催することができる。

第 6 条 （招集権者）
1. 監査役会は、監査役会を招集すべきものとして、あらかじめ定めた監査役（以下「招集担当監査役」という。）がこれを招集する。ただし、各監査役は招集担当監査役に監査役会の招集を請求することができる。
2. 前項ただし書の請求があったにもかかわらず、招集担当監査役が監査役会を招集しないときは、その請求をした監査役が自ら監査役会を招集することができる。

第 7 条 （招集手続）
1. 監査役会の招集通知は、会日の1週間前までに、日時、場所及び目的事項を定めて、各監査役に対し、これを発する。
2. 監査役の全員の同意があるときは、前項の招集の手続を経ることなく監査役会を開催することができる。

第3章　議　事

第 8 条 （議長）
1. 監査役会は、その決議により、監査役の中から議長を選任する。
2. 監査役会の議長は、監査役会を運営するほか、監査役会の委嘱を受けた職務を遂行する。ただし、議長に事故があるときは、監査役会の決議によりあらかじめ定めた順序に従い、他の監査役がこれに当たる。
3. 前項の規定による議長の職務は、各監査役の権限の行使を妨げることはできない。

第 9 条 （決議の方法）
監査役会の決議は、監査役の過半数をもって行う。

第 10 条 （監査方針等の決議）
監査役会は、その決議をもって、監査の方針、監査計画、監査の方法、監査業務の分担及び監査費用の予算その他監査に当たり必要な事項を策定する。

第 11 条 （監査役会に対する報告）
1. 監査役は、自らの職務執行の状況を監査役会に定期にかつ随時に報告するとともに、監査役会の求めがあるときは、いつでも報告しなければならない。
2. 取締役、会計監査人、監査部門等の使用人その他の者から、監査役会の職務に関する事項について報告を受けた監査役は、これを監査役会に報告しなければならない。
3. 監査役会は、必要があるときは、取締役、会計監査人、監査部門等の使用人その他の者に対して監査役会の職務に関する事項について報告を求めることができる。
4. 監査役、取締役、会計監査人又は監査部門等の使用人その他の者が監査役の全員に対して通知した事項については、第2項及び第3項の規定は適用しない。

第 12 条 （報告に対する措置）
監査役会は、次の事由が生じたときは、その対応を協議し、適切な措置を講ずる。
(1) 取締役より当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実を発見した旨の報告を受けたとき
(2) 会計監査人より取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実を発見した旨の報告を受けたとき
(3) 取締役又は使用人よりあらかじめ取締役と協議して定めた事項についての報告を受けたとき

第 13 条 （監査役の選任の同意等）
監査役会は、監査役（補欠の監査役も含む。）の選任に関して次の事項を決議する。
(1) 監査役の選任に関する議案を株主総会に提出することに対する同意
(2) 監査役の選任を株主総会の目的とすることの請求
(3) 監査役の選任に関する議案を株主総会に提出することの請求

第 14 条 （会計監査人の選任等の同意等）
監査役会は、会計監査人に関して次の事項について決議する。
(1) 会計監査人の解任又は不再任の方針の策定
(2) 株主総会に提出する会計監査人の選任及び解任に関する議案の内容
(3) 株主総会に提出する会計監査人を不再任に関する議案の内容
(4) 一時会計監査人の職務を行うべき者の選任
(5) 会計監査人又は一時会計監査人の報酬等の決定に対する同意

第 15 条 （監査役の全員の同意事項に関する協議）
1. 監査役は、監査役会にて、監査役の全員の同意を要する下記の事項について協議を行うことができる。
(1) 会計監査人を会社法340条に基づき解任すること
(2) 取締役の責任の一部免除に関する議案を株主総会に提出すること
(3) 取締役会決議によって取締役の責任の一部免除をすることができる旨の定款変更に関する議案を株主総会に提出すること
(4) 定款の規定に基づき取締役の責任の一部免除に関する議案を取締役会に提出すること
(5) 非業務執行取締役との間で責任の一部免除の契約をすることができる旨の定款変更に関する議案を株主総会に提出すること
(6) 株主代表訴訟において当社が被告である取締役及び清算人並びにこれらの者であった者の側へ補助参加すること
(7) 取締役及び清算人並びにこれらの者であった者の責任を追及する訴えに係る訴訟において当社が和解をすること
2. 前項第1号の規定により会計監査人を解任したときは、監査役会は、監査役の中から、解任の旨及びその理由を解任後最初に招集される株主総会に報告すべき者を定める。

第 16 条 （監査役の報酬等）
監査役は、監査役の全員の同意がある場合には、監査役の報酬等を監査役会にて協議することができる。

第 17 条 （特別取締役による取締役会に出席する監査役）
監査役会は、その決議によって、特別取締役会による取締役会の決議に出席する監査役を定める。

第 18 条 （監査報告）
1. 監査役会は、各監査役が作成した監査報告に基づき、審議して監査報告を作成する。
2. 監査役会は、監査役会が作成した監査報告の内容が各監査役による監査報告の内容と異なる場合で、当該監査役が要求した場合には、当該監査役の監査報告の内容を監査役会の監査報告に付記するものとする。
3. 監査役会の監査報告には各監査役が署名又は記名押印（電子署名も含む。）する。この場合において、常勤監査役及び社外監査役はその旨も記載又は記録する。
4. 当社が臨時計算書類又は連結計算書類を作成する場合には、前3項を準用する。

第 19 条 （特定監査役の選定）
監査役会は、その決議によって、常勤監査役の中から、次に掲げる職務を行う者を定める。
(1) 事業報告及びその附属明細書に関する監査役会の監査報告を特定取締役に対して通知すること
(2) 会計監査人から会計監査報告の内容の通知を受けること
(3) 計算関係書類に関する監査役会の監査報告の内容を特定取締役及び会計監査人に通知すること

第 20 条 （議事録）
1. 監査役会は、議事録を作成し、出席した監査役がこれに署名又は記名押印（電子署名を含む。）する。
2. 当社は、前項の議事録を、本店に10年間備え置く。

第 21 条 （改廃）
本規程の改廃は、監査役会が行う。

付則

本規程は、●●年●●月●●日から施行する。
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